
 グループワーク：  個人ワーク：

☑テキスト ☑筆記用具 ☑赤ペン ☑自身の教え方を振り返って気付いた点などのメモ
☑受講票（iNetCampusのお知らせ機能を用いて通知されます）画面　　☑学生証

事後学習

事後学習の
参考文献

『世界一わかりやすい教える技術』向後 千春, 技術評論社, 2019年
『研修デザインハンドブック』中村 文子,ボブ・パイク,日本能率協会マネジメントセンター, 2018年
『インストラクショナルデザインの道具箱101』鈴木　克明(監), 市川　尚・根本淳子編著, 北大路書房, 2016年

スクーリング受講時に用意するもの　

スクーリングでの体験による気づきから、各自の日常生活における｢教え手」「学び手」のあり方を見直し、改善点を踏まえ
て実践に移してみてください。また、興味を持った分野については参考文献を読み、さらに理解を深めてください。

この科目の
到達目標

①インストラクショナルデザイン（ID）の理論を学び、「教える」ことの意味を理解し、IDの知識・技術を実践に活かすこと
ができる。
②「教える」という行為を科学的にとらえ、指導プランを設計・開発・実施・評価できるようになる。

成績評価
の 方 法

授業中にインストラクショナルデザイン（ID）の知識を活用して、短い演習プランを作成し、相互教授を実施します。プラン
作成･実施は評価の対象となります。最終試験では知識の確認と実践から得た学びや今後の課題を明らかにします。

※スクーリング全日の出席、最終試験の提出（白紙提出不可）をもって、採点対象とする。

授業の目的と概要

本科目は、「教えることの科学と技術」を学ぶ科目です。ビジネスで先輩が後輩に、地域活動で経験者が未経験者に、日常的に家族や友達同士
などのさまざまな場面で、「教える」という活動が行われています。しかし、どのように教えるとよいかについては、これまで学ぶ機会がな
かったのではないでしょうか。本科目では、インストラクショナルデザイン（ID）が提示する「教える技能」の考え方を理解し、さまざまな場
面で活用できるようになることを目標としています。

担当講師：
配当年次 3・4

履修の前提となる科目

履修の前提となる知識
その他特記事項

テキスト 『上手な教え方の教科書』向後 千春, 技術評論社, 最新版

科目名：

事前にテキストを熟読し、不明点があればマーキングし、自分で調べたり、授業で質問できるようにしておきま
しょう。日常場面における「教え手」「学び手」の具体的な経験を振り返り、自身の教える素養について整理し
ておいてください。

仕事の上手な教え方

専門教育科目 講義科目

　科目名：
科目コード EJ68

単位 2

　科目主査： 岩元 宏輔 岩元 宏輔
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